
 

 

第５号 

 

 
さち茂人後援会だより

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

 
 

 
 

 
 

(

謹
ん
で
新
年
の
ご
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま
す) 

 

昨
年
中
は
格
別
の
ご
厚
誼
を
い
た
だ
き 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

〝
本
年
も
元
気
一
杯
頑
張
り
ま
す
！
〟 

 

さ
あ
、
い
よ
い
よ
２
１
世
紀
の
ス
タ
ー
ト
で
す 

。 

 

明
る
く
楽
し
く
行
き
ま
し
ょ
う
！ 

 

皆
様
の
ご
健
勝
と
一
層
の
ご
発
展
を
お
祈
り
致
し
ま
す 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
〇
〇
一
年

元
旦

ゴ
ミ
の
処
理
っ
て
…
ど
う
し
て
る
の
？
？
？   

 
 

―
「
リ
デ
ュ
ー
ス
」
―
ゴ
ミ
を
減
ら
そ
う
！
（
後
編
） 
 

Ａ 

今
日
は
リ
サ
イ
ク
ル
の
話
を
し
な
き
ゃ
ね
。
前
回
は
、
灰
溶
融
炉
の
建
設
に 

 
 

よ
っ
て
道
路
の
路
盤
材
と
し
て
焼
却
灰
が
利
用
さ
れ
る
事
も
検
討
さ
れ
て 

 
 

い
る
っ
て
お
話
し
た
よ
ね
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
最
終
処
分
場(

埋
立
地)

が 

 
 

平
成
１
９
年
５
月
で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
と
こ
ろ
が
、
平
成
３
５
年
ぐ
ら
い
ま 

 
 

で
延
命
す
る
こ
と
が
出
来
る
ん
だ
。 

今
、
静
岡
市
は
こ
の
ス
ラ
グ
を
路
盤 

 
 

材
な
ど
の
土
木
資
材
に
活
用
す
る
研
究
調
査
を
し
て
い
る
ん
だ
。
他
に
も 

 
 

家
庭
か
ら
、
排
出
さ
れ
る
ビ
ン
、
缶
、
鉄
、
ア
ル
ミ
、
銅
な
ど
を
リ
サ
イ
ク 

 
 

ル
す
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
る
。
ま
た
、
古
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
も
取
り
組 

 
 

ん
で
い
る
よ
ね
。
こ
れ
ら
を
マ
テ
リ
ア
ル
・
リ
サ
イ
ク
ル
と
い
う
ん
だ
。 

 
 

そ
の
他
、
清
掃
工
場
で
の
発
電
事
業
を
行
っ
て
い
る
。 

中
部
電
力
に
売
電 

 
 

し
た
り
、
今
年
４
月
に
沼
上
に
余
熱
利
用
の
施
設
（
温
水
プ
ー
ル 

等
）
も 

 
 

で
き
る
ん
だ
。 

排
熱
を
利
用
し
て
発
電
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
環
境
負
荷 

 
 

を
軽
減
す
る
ん
だ
。
こ
れ
を
サ
ー
マ
ル
・
リ
サ
イ
ク
ル
と
い
う
ん
だ
。 

Ｑ 

へ
え
ー
、
市
も
い
ろ
い
ろ
考
え
て
い
る
ん
だ
ね
。 

Ａ 

あ
と
ー
、
話
は
変
わ
る
け
ど
、
来
年
の
４
月
か
ら
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
が 

 
 

施
行
さ
れ
る
ん
だ
。 

Ｑ 

何
だ
い
そ
れ
？ 

 
 
 
 
 
 

Ａ 

う
ん
、
国
が
決
め
た
法
律
で
エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
の 

 
 

４
品
に
製
造
業
者
や
小
売
業
者
、
そ
し
て
消
費
者
に
役
割(

負
担)

を
持
た
せ 

 
 

て
、
再
商
品
化
し
よ
う
と
す
る
も
の
な
ん
だ
。 

Ｑ 

こ
れ
に
よ
っ
て
、
僕
た
ち
は
何
が
変
わ
る
の
？ 

Ａ 

消
費
者
は
責
任
を
持
っ
て
、
使
わ
な
く
な
っ
た
電
化
製
品
４
品
を
小
売
業
者 

 
 

に
引
渡
し
、
再
商
品
化
の
た
め
の
一
部
支
払
い
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の 

 
 

だ
。 

Ｑ 

え
ー
！
引
き
取
り
賃
を
払
う
の
か
い
。 

Ａ 

そ
う
だ
よ
。
リ
サ
イ
ク
ル
経
費
の
負
担
料
と
思
っ
て
く
れ
よ
。
金
額
は
も
う 

 
 

市
で
も
公
表
し
て
い
る
け
ど
、
洗
濯
機
２
４
０
０
円
、
冷
蔵
庫
４
６
０
０
円
、 

 
 

エ
ア
コ
ン
３
５
０
０
円
、
テ
レ
ビ
２
７
０
０
円
、
こ
れ
に
各
自
運
搬
料
金
が 

 
 

加
算
さ
れ
る
ん
だ
。
そ
れ
か
ら
静
岡
市
と
し
て
は
、
こ
の
４
品
を
燃
え
な
い 

 
 

ゴ
ミ
の
日
や
資
源
回
収
の
日
に
出
さ
な
い
よ
う
に
、
ま
た
不
法
投
棄
さ
せ
な 

 
 

い
よ
う
に
分
別
回
収
の
方
法
を
予
定
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
電
話
を
し
て 

 
 

各
家
庭
に
燃
え
な
い
ゴ
ミ
を
取
り
に
行
く
ん
だ
。
そ
う
す
れ
ば
、
少
し 

 
 

で
も
不
法
投
棄
が
防
げ
る
だ
ろ
。
今
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
の
回
収
が
見
直 

 
 

さ
れ
る
ん
だ
。 

Ｑ 

そ
う
か
ー
、
日
本
っ
て
環
境
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
考
え
方
や
対
策
に
遅
れ
て
る 

 
 

っ
て
い
う
け
ど
、
こ
れ
か
ら
急
激
に
変
化
し
て
い
く
の
か
な
？ 

 

Ｈ１２年度、視察・研修会等勉強会の報告 
 

・日本平動物園運営委員会 

  4 月 20 日(木)～4月 21 日(金) 石川県能美郡辰口町、いしかわ動物園 
 

・自民党議員団視察 

  4月 26日(水)～4月 27日(木) 東京浅草･千葉市 プラズマ溶融センター等
 

・東海若手市議の会 

  7 月 14 日(金)～7月 15 日(土) 名古屋都市センター 
 

・生活環境水道委員会 

  7 月 26 日(水)～7月 28 日(金) 宇都宮市・盛岡市 
 

・自民党議員団視察 

  8 月 17 日(木)～8月 18 日(金) 福島県いわき市、溶融処理施設等 
 

・広域行政特別委員会 

  10 月 17 日(火)～10 月 18 日(水) 長野市 
 

・都市問題研究会 

  10 月 25 日(水)～10 月 27 日(金) 長野市 
 

・自民党青年局青年部研修会 

  11 月 24 日(金)～11 月 27 日(月) 中国、上海等 
 

   ※平成 13 年 2 月上旬に自民党一期生で行政視察に行く予定です。 
 

昨年度は、とにかく一生懸命観るということで、いろいろな市に行って感激

して参りました。 

今年度は静岡市と比較しながら、他市の良い点・悪い点を自分なりに分析し

てみたりしました。 例えば、静岡市が他市と比べて成熟した街であるとい

う印象を持ちました。(平野が少ないからでしょうか…。) 
 

   ※その他多くの静岡県内の市町村にも視察に行きました。 

                大東町の風力発電など etc… 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
） 

Ａ 
う
ん
、
僕
た
ち
の
日
本
と
い
う
国
は
資
源
が
乏
し
い
国
だ
よ
ね
。
僕 

 
 

た
ち
は
毎
日
、
実
に
多
く
の
も
の
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
て
生
活 

 
 

し
て
い
る
。
世
界
中
の
人
々
が
日
本
人
と
同
じ
く
ら
し
を
し
て
い
た 

 
 

ら
、
１
ヶ
月
経
た
な
い
う
ち
に
世
界
の
資
源
は
無
く
な
る
と
も
い
わ 

 
 

れ
て
る
ん
だ
。
こ
れ
か
ら
僕
た
ち
は
、
資
源
の
乏
し
い
国
と
い
う
こ 

 
 

と
を
も
っ
と
自
覚
し
て
、
そ
し
て
廃
棄
物
処
理
に
伴
い
発
生
す
る 

 
 

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
対
策
や
最
終
処
分
場
の
不
足
、
今
後
ま
す
ま
す 

 
 

増
え
る
で
あ
ろ
う
不
法
投
棄
の
問
題
な
ど
に
、
一
人
一
人
が
真
剣
に 

 
 

考
え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
よ
。 

 
 

そ
う
し
て
、
循
環
型
社
会(

資
源
の
再
利
用)

へ
の
転
換
を
図
っ
て
い 

 
 

く
こ
と
が
重
要
な
ん
だ
。 

Ｑ 

そ
う
だ
よ
ね
。
な
る
べ
く
ゴ
ミ
を
出
さ
な
い
よ
う
に
一
人
一
人
が 

 
 

心
が
け
る
こ
と
か
ら
始
め
る
べ
き
だ
ね
。 

Ａ 

そ
の
と
お
り
！
ま
ず
僕
た
ち
が
す
る
こ
と
は
、
ゴ
ミ
の
発
生
抑
制
を 

 
 

す
る
こ
と
か
ら
な
ん
だ
。
こ
れ
を
Ｒ
ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ(
リ
デ
ュ
ー
ス) 

 
 

っ
て
い
う
ん
だ
。
ず
っ
と
大
切
な
ん
だ
…
。 

 
 

編集後記 
 謹んで新春のお慶びを申し上げます。 

  皆さん、今回で後援会だより(地水火風)は第５号を発行するにいたりま

した。 

最初は馴染み難い地水火風というネーミングも、少しずつではございま

すが、皆様の中に定着しつつあると思います。どうでしょうか？ 広い年

齢層に親しまれるよう、解かりやすく書かれております。世間では、情

報公開などと騒がれておりますが、この新聞はいわゆる「さち茂人の情

報公開」なのです。 

なかなか市民の皆さんには、身近であるはずの市政がどういうふうに動 

いているのか、なかなか見えてこない、解かりにくい、はたまた、知ら

ないと… 

この新聞を通して少しでも、皆さんのお役にたてればと思います。 

                      次号もお楽しみに！ 
 
平成 13 年 1月吉日発行 

発行責任者 林 稔久 

編集担当  上條､小泉､島村､田中 

静岡市八幡 5 丁目 14-13  

 TEL:054-287-0939  FAX:054-286-4096 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今月の佐地クン 
下水道事業の長田シールド工事を見学に行きました。 
地下約８ｍの深さに下水道の管を設置する工事です。 

介護保険の料金を計算してみました。 
 

今年から始まりました介護保険の仕組みや保険料については、新聞・パンフレット等でお知らせしています。今回、私は一生涯に支

払う料金とサービス料等について、独自に計算してみました。今後、将来の介護保険の財源を考えていきたいと思います。 

Ｈ１２年度時点の保険料で８０歳(平均寿命)までの支払う総保険料を計算すると（国保の場合） 

 第２号被保険者１年間の１人当りの平均金額は 20,320 円（H13 年には年間 3,000 円ほどアップします。） 

   ４０～６４歳まで、２５年間支払い続けると 508,000 円・・・① 

 第１号被保険者１年間の１人当りの平均金額は 37,300 円 

   ６５～８０歳まで、１６年間支払い続けると 596,800 円・・・② 

 ①＋②で一生涯に支払う保険料の平均額は 1,104,800 円(ⅰ) です。 

※ここで承知しておいてほしいのは、今の制度の中で保険料は年々上がると予想されているという事です。 

超高齢社会と少子化、そして制度が社会に受け入れられるにつれ、サービスを受ける人は１０人に１人の割合から、今後は６人に 

１人、４人に１人と増えていきます。 

では保険料を支払うだけで損をするという人が多いと思いますが、万が一サービスを受けた場合の計算をしてみます。・・・ 

仮に６５歳～８０歳までの１６年間に介護サービスを受けるとしましょう。 
  
 Ⅰ）要支援の場合（一番状態が良い人） 

   １ヶ月のサービスを受けられる上限金額 61,500 円×１２ヶ月×１６年間＝11,808,000 円(ⅱ) 

   このうち１割が自己負担ですので 11,808,000 円×０．１＝1,180,800 円(ⅲ) 

   実際に受けられるサービスは 11,808,000 円(ⅱ) － 1,180,800 円(ⅲ) ＝ 10,627,200 円(a) 

   逆に本人の支出金額は 1,104,800 円(ⅰ) ＋ 1,180,800 円(ⅲ) ＝ 2,285,600 円(b) 

   よって、(a)－(b) ＝ 8,341,600 円の得をします。 

 Ⅱ）要介護５の場合（一番重度の介護を必要とする人） 

   １ヶ月のサービスを受けられる上限金額 358,300 円×１２ヶ月×１６年間＝68,793,600 円(ⅳ) 

   このうち１割が自己負担ですので 68,793,600 円(ⅳ)×０．１＝ 6,879,360 円(ⅴ) 

   実際に受けられるサービスは 68,793,600 円(ⅳ) － 6,879,360 円(ⅴ) ＝ 61,914,240 円(c) 

   逆に本人の支出金額は 1,104,800 円(ⅰ) ＋ 6,879,360 円(ⅴ) = 7,984,160 円(d) 

   よって、(c)－(d) ＝ 53,930,080 円の得をします。 ※ただし、重度の介護を必要とする人は 16年もの長い月日を暮らすとは考えられません。 
    
超高齢社会、少子化、核家族化、世界一の長寿国、そして女性の社会における貢献と社会情勢の変化に伴って「社会全体で介護が必

要な人をみましょうよ！」という事から始った介護保険制度、その財源の半分は税金で賄っています。 

皆さんに理解してもらいたいことは２つあります。 1 つは医療と同じように、介護にもお金がかかるという事です。 もう 1つは「も

しも自分が介護を受ける立場になったら？」という事を考えて、保険料の支払いに理解をして欲しいという事です。 

今後は医療から介護への転換がはかられていくことでしょう。 

←ちなみに 1年と９ヶ月要支援サービスを 

 受けると、元は十分とれる計算となります。


